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　　　　　　　　　はじめに
　医療制度改革によって、平成15年の第4次医療法
改正に基づく病床区分は病棟単位で慢性期または急
性期病床を選択しなくてはならなくなった。
　急性期病院の平均在院日数は17区画紹介率30％以
上である。
　平均在院日数短縮および病床利用率の向上は入院
患者数が増えることになる。
　つまり、入退院の手続きが増え、手術や処置の診
療密度も上がる。
　したがって、看護職員の増加が必須となる。
　平成13年3月新設病棟へ移転した。
　1年問で病床利用率は83％から91％に上昇し、平
均在院日数を20．8日から16日に短縮することができ
た。
　当病棟では看護職員を増やすことなく、病床利用
率Up、平均在院日数短縮に寄与したので、この活動
を報告する。
　　　　　　　　　活動内容
看護間接業務改善項目について、平成12年度以前
と平成13年度以降の現在とを比較し以下に述べる。
①オーダリングの導入
く服薬〉
　　処方箋を薬局まで持っていき、処方薬を取りに
　行っていた。
　　現在は医師が入力し、処方薬は薬局SPDが病棟ま
　で配達する。
〈検査〉
　　検査伝票から容器の準備をしていた。
　　現在は医師が入力後、ラベルの貼られた検体容
　器が検査室から病棟に届けられる。
〈食事〉
　　入院時に個人食：事箋に記載し、手術などで停止・
　変更する場合は、新たに記載する。食事箋は午前
　と午後回収され、時間外は電話連絡、または栄養
　課まで持参する。
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　現在は看護師が入院時、変更時に入力する。時
間外は電話連絡後、入力する。
②薬局SPDの導入
　　指示簿から看護師が注射伝票に転記し、その伝
　票をもとに当日看護師が個々の点滴を準備してい
　た。
　　使用した注射伝票から深夜勤務帯で集計し、薬
　品請求表に記載・請求する。
　　請求した薬品は、薬局から病棟まで運んでいた。
　　　現在はSPDの巡回があり薬品の配送、返却品
　や注射処方箋の回収を行っている。
　　夕方には個人用にセットされた薬品カートが配
　送される。また定数薬品カートの交換、救急カー
　ト内薬品の定数確認、期限チェックも行っている。
③物品のSPDの導入
　　中央材料室管理の物品（注射器、針、輸液セッ
　ト等）は、深夜勤務帯で中材請求伝票に記載し、
　翌朝、中材から物品を病棟まで運んでいた。
　　現在はSPDセンターで物品を管理し使用品目、
　個数を定数化している。
　物品にはカードまたはシールが付いており、物
品の補充がされる。
④中材物品を各部署で受け渡しと病棟での一次消
　毒の廃止
　　使用したキカイ類・トレイ類は、一次消毒・洗
　浄を行い、定数をそろえセットしてから毎朝、不
　潔物品を中材窓口へ下げ、清潔物品を受け取って
　いた。
　　現在は一次消毒を廃止し、使用した不潔物品は
　直接コンテナへ入れ、回収されている。キカイ・
　ガーゼなど単包化された清潔物品は、毎朝画材か
　ら病棟に運ばれてくる。
⑤　リニア搬送
　　現在は各部署にリニアが設置され、伝票類や請
　求書、カルテ、レントゲン写真、検体等も搬送で
　きる。
⑥医療機器のME管理
　　人工呼吸器のセッティング、点検、整備を看護
　師が行い、輸液ポンプ、シリンジポンプ等も長病
　棟で保管していたため、使用する時は空いている
　器材があるかを探索し借用していた。また故障時
　は庶務課を通して業者へ連絡し、来てもらってい
　た。
　　現在はほとんどの医療機器がME管理となり定期
　的に点検、整備され適切な器材を使用でき、借用
　もスムーズになった。故障時もすぐに対応しても
　らえる。
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⑦ベッドによる手術室からの搬送
　　手術室への入退室は看護師2名がストレッチャ
　一で行い、領邑後病室で看護師を5名以上集め、
　横シーツを利用し患者を持ち上げベッドへ移動し
　ていた。
　　現在は看護師2名がベッドのまま患者を搬送し、
　手術室看護師との引継ぎと、患者のマッケによる
　ベッドへの移動の介助を同時に行いそのままベッ
　ドで病室まで搬送している。
⑧医師はPHS常時携帯
　　日中医師と連絡を取る場合、医局、外来、他病
　棟等に電話し探していた。
　　また他セクションからも医師を探す問い合わせ
　の電話が頻繁にあった。
　　夜間はポケットベル対応のため医師からの連絡
　を待たなければならなかった。
　　　現在、医師はPHSを携帯しているため、直接
　連絡が取れ、緊急時もすぐに対応できるようにな
　つた。
⑨　デイルームでの食事
　　食事は50名分をベッドサイドに配膳していた。
　　現在は歩行可能な患者はデイルームで食事をし
　ているため、配膳は手術後、安静が必要な患者の
　みで25～30名程度に減少している。
　　　　　　　　　結果・考察
　オーダリング・システムにより、入院患者一覧に
入院・退院予定ベッドを入力し、外来・病棟連携に
よる緊急入院システムをマニュアル化した。
その結果として、今、入院を必要とする患者のため
に空床は使われるという考えの基、病床利用率を向
上させることにつながった。
　病床利用率の上昇に伴い、在院日数は短縮を迫ら
れることになった。
手術前検査を外来で終了させての入院、クリティカ
ルパスを活用し、予定どおりの退院にすることで、
在院日数の短日化がはかられた。
　平成14年度現在、病床利用率は91．0％と上昇し、
平均在院日数は！2．9日の短日化になった。
入院患者数が増加することは、看護業務量が膨大に
なる。
　しかし、病院の9項目の業務改善により、看護師
は検査伝票や採取物品の準備、薬品や物品の請求、
在庫管理、診療介助後の洗いもの、物の搬送、さら
に医師を探すために電話を何度もかけることがなく
なり時間の節約になった。
　本病棟では日勤フリー業務の看護師1名分の間接
業務が減少した。
　また、看護助手の搬送業務が減少したことは入院
患者を迎え入れる準備に大きく関わった。
　これらのことによって、当病棟では、看護職員を
増やすことなく、病床利用率の上昇と平均在院日数
短日化を実現できた。
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